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育種技術の展開と能力の
向上に関する一考察
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要約 : イネは日本列島に導入され縄文前期よりこの島に適応して かなり短い年限で北から南まで順応し
えた植物であり それより得られる種子 つまりコメは重要な食糧資源としてこの列島の人をささえてき
た また ニワトリは同じく縄文後期に入ったものと考えられ 以来 時によっては蛋白源としての活用以
外に この資源動物の示す 他の面で利用しえた鳥類であった しかし 明治以来現在までは 両者とも資
源動植物として わが国に定着し利用されている 両者の利用面は全くことなるが 前者は為政者により
量的には完全にコントロルされ 育種技術も同様で 特に 選抜と繁殖技術が主要であった しかし 後
者は利用面での確認が定まらず 趣味的な動向が見られたが 昭和以降は蛋白源供給の畜産物の一つとして
の方向性が定まり成果をあげた 技術的には選抜と組合せ能力の開発であり それをささえたトラップネス
トの開発と大型のフ卵機の改良である 今後は 両者とも商品開発とゆう意識を強くもって育種技術を応用
して行くことが必要なことと思う
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農産物として ,**+年末までに大きな社会問題となった
のは 狂牛病の発生のことである
これまで非汚染国とされていた我国に発現したことであ
り 以来 政府業界それに国民がその対策に諸手をあげ
てまちのぞんている
これに対し業界の立場より小野寺 ,**++は すべての
殺牛が徹底した BSE 狂牛病 検査を受けて 安全と確
認された牛肉のみが店頭で販売されており 安全であると
述べている
さらに BSEの主な感染経路とされる肉骨粉は 今後牛
のえさとして与えることは全くないとしているしかし
依然として牛肉の消費は伸びていない
この現象は BSEが海綿状脳症 新変移型クロイッフェ
ルトヤコブ病 と何らかのかかわりあいがあるとされる
情報に対し 疑いが晴れないためであると考えられる
育種的立場で考えると もし肉骨粉を給与しても全く
BSEが発生しなければこの飼料添加物は優良なタンパク
源として利用され 育種の上からも活用しうる重要な資源
となりうるもの いいかえれば 育種の現場にはなくては
ならないものと成りえたものである さらに 添加量と生
育あるいは泌乳量などが実験的に調査され 最もすぐれた
添加量が育種の現場で活用され 体重あるいは泌乳量の改
良に利用されたものと考えられる
以上の例は 失敗する可能性をもつ例としてのたとえで
あるが これが育種の技術により資源の能力が劣化する場
合はどうであろうか このような事例が生じた場合 育種
家はそのような資源を次代育成のための個体群として残す
ことはなく 全て淘汰されるのが普通である
このようなことが国の基幹作物で生ずれば重大な問題と
なることは当然であり したがって我国のイネの育種にか
かわる機関では 当然のことながら 資源の導入開発に関
しては慎重に審議し決定していたものと考えられる 維新
後の明治政府はそれまで 農業指導に貢献していた篤農
家 つまり老農の意見をふまえ 国立の試験場をつくり
県試験場の協力を得て イネの品種改良をはかり明治末頃
には +* aあたり -**kg位の反収をあげるようになった
この動向は大正時代から第二次大戦の終了から ,*年間位
は継続していた つまり明治維新からは都合 +**年位であ
り この間のイネの改良についての資料は多く それらを
取り纏めた資料も見られるようになったので, それら資
料を用いてイネの改良増収につき用いられた主要な技術
とそれに伴う増収実績につき総説的にここに報告したい
これに合わせて 本報告には 筆者が従事した ニワトリ
の改良の動向についても イネの時代的変遷とあわせて考
察をこころみたい
+ イネの改良の歴史
縄文前期から +32*年まで
イネの学名は Oryza sativa L.であるが 栽培されてい
るイネには三つの主要な生態型が知られており それは
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indica jawanica それに japonicaであります これら
我国で栽培されているものは japonicaのみで 一般に日
本型と呼ばれている
日本列島には何時頃渡来したかは明確ではないが おお
よそ縄文時代の前期約 0***年以前と考えられている日
本列島のまわりは海であり それではどの経路をとって稲
作が導入されたのかが問題となる それについては 中
国の江南地方 つまり揚子江の南部の地方から東支海を
通って渡来したとする説 は朝鮮半島を通って来た説
は柳田国男の琉球説あるいは南方説ともいわれている
佐藤 +33,- いずれをとるかは 研究者 個の立場で
異なるが この日本列島に前記した時期に渡来したことは
間違いないものと考えられている-
いずれにせよ イネは水性の植物であるから そのよう
な条件がととのっている場所に種子を播かなければならな
い
はたして 条件のそろったところに水田があるだろう
か柳田 +303.は杉原との討論のなかで イネの技術と
いうものは どうしても伝習しなければできない芸当です
からね そうすると どこかに早いところと おそいとこ
ろができるわけで どうもわれわれは どこかで初めて技
術が生れて朝鮮から日本に渡って来て開けてしまったとは
考えられないのです もう少し古いところに どこかに稲
作の先生の巣があったのではないか 沖縄の方はずっと南
までみな 米を教えないのに作っております 後の移住者
かもしれませんけれども 宮古島でも八重山でも同じよう
なものを作ります あれは水かげんのいるものですから
技術を学ぶということが 小麦を作るのと違うように思う
のです 柳田国男安藤広太郎他 +303.と述べ 稲作
にともなう条件開発の重要性につき発言している
日本列島に到達したイネがその後この列島で栽培され続
けたのは 歴史の事実が証明している 幸いにこの列島は
極東の東側に存在する島であり 夏の暑さは熱帯域以上
であり 冬の寒さは極東の大陸側に比すべきものがある
イネは一般に熱帯の作物と理解されておるが イネの祖先
種と考えられている野性稲 オリザルフィボゴン O.
rufipogonは種の中に一年生のものや多年生のものがみ
られ 環境さえ許せば何年も生在し その間に何回も花を
咲かせる ただし 一回花をつけた茎は枯れるので 茎単
位でいえば一回繁殖型ということになる-
このようにイネ科のなかには環境適応性の強いものもあ
るので 導入された栽培イネもこの列島で生き残り 人
の食糧として利用されて 我国の近代化の始まりと考えら
れる明治時代にいたったものと考えられる
導入後は稲作に対する技術 つまり地域ごとの播種期や
収穫期 あるいは 病害虫に対する対策などが長い期間に
わたる農民の経験を通して向上し 明治時代以前の +* a
一反歩あたりのイネの収量は年による差がかなり大き
かったと考えられるが 明治当初の記録より推察して +**
kg,** kg程度の収量はあったものと想像される 渕
欽也山本隆一 +33,,
ご承知のことと思うが 明治以前には国民に身分制度が
もうけられていた それは士農工商であり 農民は
税金の代わりに コメを納めることが課せられていた い
わゆる物納である したがって 農民はイネ栽培に熱心な
のは当然であったが 冷害や台風などで減収となればその
対策が大変であったと想像される
当然のことながら非常時の対策は考えていたようであっ
た このようなことを予想して日常からその対策を考え指
導する 老農 篤農家と呼ばれる農民がいた 彼等は農業
に通じ 新しい品種を育成しそれを農民に配付し その栽
培法を指導する人であった
江戸時代末期には 現代ほどではないが 比較的食糧事
情がよくなったが このような老農の働きは農業全体に対
する影響力は大きかったといわれる それは 彼等が経験
に基づき農民を指導し また個の植物に対する観察力が
優れ イネの場合 自家受精植物であるので 栽培されて
いるイネの個体差を遺伝子型の違いによることを想像して
いたのかもしれない よく観察し 良いと認めた個体を選
び繁殖し 次代を育てれば目的とする個体群が得られるこ
ととなる すなわち 老農によりすぐれたイネの個体が選
ばれ それを中心に繁殖することによりいくつかの品種が
育成され 近隣の農家にその種子を配付し栽培指導をする
ことで イネの生産は向上したものと考えられる
このような成果を成しとげた背景には 江戸時代に本草
学がはやっていたことがある 大場利康 +33+/ 本草
学 とはある植物が食べられるのか否か その薬効を記し
たもので 言い換えれば 薬 に関する本であった 薬と
なるものに草が多かったことより本草学といわれる 将
軍徳川吉宗が全国に物産調査とその報告を命じたことよ
り 本草学は江戸博物学と一般にいわれる 物産学 に変
化していった
このような社会的背景もあり 老農と呼ばれる篤農家に
より いくつかの優れたイネ品種が育成された このよう
な動向は江戸時代はもちろん 明治をへて大正時代までつ
づいた
江戸明治時代に老農により開発された代表的品種を表
+に示す
明治時代には欧米の知識が導入され 封建制度も解体
し 諸種の技術も導入され 時の農商務省も国立の試験場
をもうけ 食糧としてのコメの増産に心掛けた その第一
歩は江戸時代より引き継いだイネ集団のなかより それ
ぞれの栽培地に適した個体を選抜増殖する手段を使用し
て新しい品種を育成していった このようにして育成され
た品種は 江戸時代までに保持されたイネを基礎とし 再
整理することにより大正時代までコメの収量は増し 収量
は +* a ,/* kgに遂していた これまでの期間を老農によ
る優良株選抜時代と呼んでいる 渕欽也山本隆一
+33+,
多収性のイネが好まれたのは何時の時代の国民も同じで
ある では多収性とは何であろうか 栽培地が東北などの
寒い地域であれば当然のことながら耐冷性が必要であり
多くの病菌に対して強いことも必要で この場合耐病性の
あるなしは当然のこととしてすべてが多収に関係する し
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たがって 多収性の品種を育種する場合はいくつかの異
なった特性を持つ品種と交配して それらの性質を合わせ
もった品種を育成することが必要となる
イネの交配技術は明治 -+年に高橋久四郎によって開発
されたといわれる0
開発したイネには六つの葯
やく
があり めしべは一つであ
る 開花は午前 0時頃から午後 ,時頃までで 花粉は葯が
裂開するとただちにめしべに受粉し 受精する 胚が形成
され 胚乳も増加する したがって他花受粉することは極
めて少ない 例え 当初が雑種個体でも その F,世代では
ホモ型が全体の /* F-世代では 1/となり F.では
21./がホモ個体となる 他殖性の植物ではこのような現
象は認められず 当初世代の保持した遺伝子の割合は世代
を経過しても変化はなく 遺伝子型が交配を通じて固定す
る現象は認められない この論理に基づき 有名な耐冷性
品種 陸羽 +-,号が育成された もちろん育種に際しては
水温の低い水口に植えられ 耐冷性の強い個体を選抜した
のも事実である つまり 育種を実施するにあたっては
育種環境の設定も重要である このようにして育成された
陸羽 +-,号は耐冷性があるばかりか 収量も高く 昭和の
はじめまで東北地域の代表的栽培品種となった このよう
に違う遺伝子型の品種との交雑により かつて我国で広く
栽培された 農林 +号農林 +2号農林 ,*号農林 ,,号
などの著名品種が育成された それらの成果により +* a
当りの収量は昭和 +/年頃には平均で -/*kgとなった 
渕欽也 +33+, ここまでの時代を国県の組織による系統
表 + 明治時代の代表的品種
時 代 品 種 育 成 者 育 成 の 方 法
+2.2 嘉永 + 関 取 佐木惣吉 三 重 中生千本より選出
+21- 明治 0 赤 毛 中 山 久 蔵 北海道 渡島地方より取り寄せたものより選出
+21.  1 竹 成 松岡直右衛門 三 重 千本選より選出
+21/  2 亀 治 亀 田 亀 次 島 根 縮張より選出
+211  +* 神 力 丸尾重次郎 兵 庫 程吉より無芒種選出
+22,  +/ 愛 国 高橋安兵衛 静 岡 身上起より早生を選出
+23-  ,0 亀の尾 阿 部 亀 治 山 形 冷立稲より選出
+23/  ,2 坊 主 江頭庄三郎 北海道 赤毛より選出
+3*1  .* 銀坊主 石黒岩次郎 富 山 愛国より強稈を選出
+3*3  ., 旭 山本新次郎 京 都 日の出より選出
図 + 全国主要品種の作付面積の推移 昭和 .1年産	/-年産
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育成時と呼んでいる
ご存知の如く イネの育種は品種として登録され 農民
に栽培されるまでに +*年以上の年月を要する 先に述べ
た如く自殖性植物は繁殖に要する年限を早めれば それだ
け繁殖世代が早く進み それだけホモ個体の割合は増加す
る したがって育種世代を早めることが 育種の効率を上
げることにつながる 我国の自然条件下ではイネは一年一
作で一世代である しかし イネの非栽培期である冬季の
暖房と日長をコントロルすれば一年二作は容易である
この事実をふまえて 育種の初期世代を早く経過させる育
種を進めること すなわち 世代促進の技術を加味するこ
とで 育種は早く進み このような処理をほどこせば育種
年限が短縮される愛知県農試で育成され昭和 -2年に登
録された 日本晴 はこの世代促進法により育種されたも
ので この品種は草丈も 2. cmと短く 多収の品種であっ
た リディングバラエティとして -/万 haも栽培
された 日本晴の栽培面積 図 + +33,1
稲は穂の重い品種ほど収量が多い穂重型と穂数が多くや
はり収量の多い穂数型の二つがあり 穂重型は長稈で葉も
ひらいた品種が多く これに反し穂数型は稈長が短く葉も
直すぐのびる品種が多い 二つのタイプがある 穂数型は
葉が直立するので 光合成能力も高く また 倒伏も少な
く 機械化栽培に適していると思われる これに反し穂重
型は多肥にすると倒伏しやすく 古いタイプであると見ら
れている穂数型は光合成能力も高いので今から -*年位
前よりこの草型の改良が進められ 収量の上がる穂数型に
統一が進んでいる 図 ,は草型を示したものである2
上記の草型の改良に関する情報以外に 耐病性耐虫性
についての研究の他 コメの食味の向上にはどのような手
段が有効であるかなどの諸研究調査実験が国の試験場
を中心として -*年以上前より実施されている いわゆ
る バイオテクノロジに関する技術は文献的には体系化
され 諸種の生き物を用いて実施されている コメは種子
であり 子孫を残す胚をふくんでおり またヒトの食料に
なるもので それは 食べられるものであることを理解し
てほしい 耐冷性 耐病性 あるいは耐肥性など さまざ
まな特性について考慮しなければ 多収性は保証されない
ことに意を介さなければならない事をお知りいただきた
い
, ニワトリの産卵能力の改良に関する
育種技術について
鳥類のうち どれだけの鳥が農業生産に係わったか知ら
ないが 多いものと想像される 分類学的にはキジ科とカ
モ科と考えられる 前者はニワトリ 後者はアヒルに代表
される これら二つの資源鳥類が利用された時代はかなり
古いものと考えられるが 歴史を通じてどの時代にどのよ
うな種類がどのように利用されたかを知ることは その後
の方向性を示すものとして意味がある そこでこの項で
は ニワトリ ウズラについて明治以降の動向につき述べ
たい
ニワトリ Gullus gallus domesticus の祖先種と考え
られているのは 東南アジアや印度に棲息する赤色野鶏
Gullus gullus bankiva であることが 形態や羽装など
からたしかめられ 他の野鶏 灰色野鶏 Gallus
sonnerattii Gray セイロン野鶏 G. lafayettii あるいは
緑襟野鶏 G. varius は雑種の妊性などより 祖先種でな
いことが確かめられ いわゆるダウィンの一元説が受け
いれられている3
野生種の家畜化はおよそ /***年位以前にインドでなさ
れその後中国をへて -/**年ごろ我国に導入されたもの
と考えられている
赤色野鶏はその形態羽装がニワトリによく酷似してお
り飼料も同様で産卵は一般に .月から 0月中旬に ,*個
程度産む 3月あるいは 2月頃より換羽現象がみられ 翌
年のシズンまでは休産する 筆者もかつて 秋篠宮殿下
がタイ国を訪問した際 国王から贈られた赤色野鶏を飼育
した経験があるが 産卵時期産卵数とも前記とほぼ同じ
であった 平井未発表+*
我国に導入されたニワトリがどのように飼育され 品種
図 , 昔の品種と今の品種の草型の変化 北海道の例 北海道農業試験場
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分化したのを知ることは興味あることである 具体的資料
はないので詳細は不明だが 1*才以上の方なら小学校尋常
科教科書 小学国史 上 で 天皇家の先祖とされる天
照大神が 弟の素
す
戔鳴
せのうの

みこと
をいましめるため 天の岩屋に入
り 体をかくした そのため世の中は暗くなった 大勢の
人民はこまり 何とかして大神にお出まし願おうと岩戸の
外に集まって八
や
咫
たの
鏡
かがみ
や八
や
坂曲玉
さかにのまがたま
などをの枝にかけ神
楽を奏し 多くのニワトリを鳴かせ 大神をなぐさめ申し
上げた 大神はその意が通じたのか岩戸の外に出られ 世
の中はもとの通り明るくなった 文部省 +3.*++という
話しを教わったことと思う
この時岩戸の前で鳴いたニワトリは 当世の長鳴鳥 と
古事記では記されている
このことは縄文晩期ごろには日本列島にニワトリは導入
され 飼育されていたことを物語るものである 飼育と
いっても現在の養鶏業とは全く異なるもので 飼料は毎日
給与することはなく ほとんどが放飼され 人家のまわり
をうろうろしながら雑草や樹木の種子果実あるいは昆虫
や小動物を捕食していたものと想像される
このような状態をへてヒトとニワトリの関係は深まり
特にニワトリの雄の鳴き声は大きくかつよく響くので
当時の人はこの声を一つの報晨
ほうしん
 つまり時計として利用
していたと考えられ 両者の関係は一層緊密となり 闘鶏
やニワトリの観賞 あるいは肉食採卵へと進み 農業上
重要な家禽となったのは江戸末期頃と思われる
このような長い期間 ニワトリはヒトに放置されたので
はなく さまざまな関係を保っていたことがうかがえる
その一つは闘鶏である 闘鶏は奈良平安時代に 特に貴
族階級を中心に盛んとなり 図 - 次第に平民にも飼育技
術が広まっていった+,
この時代以後 室町織田豊臣時代を通じ 中国より
烏骨鶏をはじめ多くのバラエティが輸入され それまで
いた品種との間で交雑がおこり 遺伝子の相互作用により
雑種個体に羽色の全く違ったさまざまな子孫が 産出され
たものと想定される この結果は 当時の人はもちろん
江戸期のさまざまの人民にも興味をもたれ その絵画的表
現にも 西欧的表現と全く異なるすばらしい絵画があらわ
れている それは 伊藤若冲である 伊藤若冲 +1+0	
+2**+-
この事実はニワトリが一般大衆のなかに定着し 飼育さ
れていることを意味していよう しかし この時代にはい
わゆる養鶏業と呼ばれる産業は確立されていない ただ
江戸時代末期には闘鶏が再び盛んとなり 闘鶏会が各地で
開催されたという 米澤雄一 +3-++.
図 - 宮廷貴族の鶏合 年中行事絵巻鶏合模写
図 . 群鶏 伊藤若冲
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明治となり鎖国をとき どの国とも外交をするようにな
り 特にアメリカ イギリス フランス ドイツには中枢
にいた人物を派遣し 政府 軍事 法律 教育あるいは財
政に関する情報を集め 国をつくる基礎を考えた この時
代までは 江戸末期同様 養鶏に関する動きは認められな
い しかし 明治 +*年以降 世間が落ち着くとともに 主
にアメリカより 我国には見られない異なった品種を船舶
で輸入する動向が強くなり 明治 +*年から -*年にわたる
,*年間にニワトリの品種飼養技術に対する欧米の知識が
もたらされ この傾向は大正の初期までつづいた 明治 +*
年頃よりこれまでの時代を銘鶏時代と呼び品評会が開か
れ 養鶏につなげる各種の情報が導入され この時代にフ
卵器も販売されるようになった
この時期に 東京家禽雑誌 と 家禽世界 を合併し新
たに発刊された 日本之家禽 なる雑誌の第一巻記念号の
巻頭言の一部を引用すると次のごとく述べられている
今や我家禽会は前古未曽有の盛運に達したるも仔細に
其の實情を観察すれば 之れに秩序的発達の域に進みた
る端緒に過ぎすして 今後尚ほ飼養管理方の改善に 好品
種の普及に種畜業者の矯正に或は産業組合の設立に 其の
他時刻に定めるべき幾多の問題にして 吾徒の研究に
俟つもの実に鮮少にあらじ 云とある如く当時の家禽
会の実情を示すものである+. この雑誌の ,頁から .頁ま
で 本学の元学長横井時敬が 家禽界に於ける流行に就き
て なる論評をしたためている それは当時の農商務省が
発した訓令八号に対する反論である 訓令八号の概略は
往年家禽の改良及び其の飼養奨勵の唱導せらるるや 鶏
一羽数十円 卵一顆数円の高価を以て賣買する者あるに至
り却って家禽業の発達を阻害せり との注意に対し横井
は+/ そのような流行は家禽業全体としてはたいしたもの
でなく 例え一番
ひとつが
い数百円と聞けば素人は驚くであろう
が これを育成した専門家の技術とその労力を考えれば
それほどの金額はたいしたものでなく それよりも技術の
改良こそは 将来の家禽業にはたす力の大きいことを知る
べきである と述べ農商務省の役人を揶
や
揄
ゆ
している
この時代 外国鶏に依存するばかりでなく 在来のニワ
トリに外国鶏を交雑し その子孫より 名古屋コチンと
称する日本の品種が育成され これを多数飼養し卵を販売
食卵 +ヶ -銭	/銭 する農民が名古屋より西に増えて
きた 米沢 +3--+.
日本の東西でニワトリ飼養の形態に差ができたことは前
記したが 東京を中心とした東は いわゆる貴族趣味で
外国から輸入した珍しい品種をせいぜい +*羽程度飼育し
副業的に種卵を販売する どちらかといえば投機的傾向が
強かった これに対し 名古屋から西は実利養鶏をする農
家 あるいは養鶏業者が多く 当時 +,***羽のニワトリを
飼育する者 重枝正博氏 もあらわれた+.
こうなると ヒナの購入や輸送の手段 飼料の購入 あ
るいは生産物の販売や労賃など 養鶏が企業化されるとと
もに 当然のこととして経営に関する考え方が ただ産ま
せればよいのだとするみかたはすたれていった
それでは 銘鶏時代のニワトリ各品種はどの程度産卵し
ていたのであろうか 仁部富之助が各地県立試験場で得ら
れたデタを取り纏めた 表 ,につき見ると最も多く産
卵したのは横斑プリマスロックの +羽で +30ヶであり
最寡産は +年間で 3.ヶのアンコナである 月別にこれを
見るとどの品種とも -月	/月までが全般的によく産卵
し +*月 ++月 +,月は産卵数が激減しているどの品種
が良く産むかはこの結果からは明らかにできないが 名古
屋コチン 横斑プリマスロック 褐色レグホン 白色
レグホンがまあ優れているように見える 当時の養鶏家
は このような記録でも重視したかも知れない これらの
記録は使用羽数も少なく 複数のニワトリ雌を検討しうる
トラップネストも使用されておらず したがって多数の個
体についての記録が得がたく この結果 品種の産卵能力
の把握は全く不明のままであった このことに関し
Clayton +31,は一つの例としてそれは広く飼育されて
いるある品種Aが たまたま産卵検定会に出品されよく
産卵した場合 供試品種の宣伝的効果を加味して述べた
A品種はよい産卵鶏である に相当する言葉にすぎず
それは chance birdに当たる用語と等しく品種と産卵
数の多寡を結び付けるものではないと報告している 結論
的には品種と産卵性には関係のないことを示唆したものと
いえよう
産卵数の遺伝性につき最初に報告したのは Pearl
+3+,+0で 彼は寡産のニワトリと 多産のニワトリ品種
を交配し +*月 +日から翌年 -月 +日までの産卵数を分析
し それは ,対の遺伝子に支配されていると報告した +
対は性染色体上の優性遺伝子であり 他の +対は常染色体
上の劣性遺伝子を仮定して説明している
今 L+ L+ l, l,なる雄と寡産な雌 l+L, L,とを交配すると
雌の子は L+L, l,となり産卵の劣る子雌であると結論さ
れる それはニワトリの性染色体の構成は 雄は ,本の性
染色体を有するに反し 雌は +本の性染色体を有するのみ
であるからである したがって 多産な雌の子雄はヘテロ
であるが多産の遺伝子を持つこととなると説明された し
かしこの説は Goodale +3,,+1により否定された 彼は
産卵に対する五つの要素を仮定してそれらの形質に対する
改良を行うことが必要であると述べた その五つとは 
性成熟日数 産卵強度 率 各季休産性 産卵の
持続性 就巣性であるとし その後 これら五つの形質
につき遺伝子を仮定し実験を進め 当初 年 +..個の産卵
であったロドアイランドレッドを ++年後に ,.+ 平
均 個産卵する集団まで改良している Hays, +3/,+2
ところで 我国ではこの様な研究は全くみられず 依然
としてニワトリを観賞することに血道をあげていた
日露戦爭後 明治末までは景気が良くなり 外国からの
品種の輸入が増えているしかも品種の範囲が広くなり
特に バンタム類の如き完全に観賞を目的として育種され
たものも入って来た しかし 実利養鶏をめざす方向性も
見られ明治 .+年に農商務省令をもって種禽種卵の拂
下げ規則が公布された品種は次の通り +-であった軍冠
白色レグホン 單冠褐色レグホン アンダルジャン
白色ワイアンドットバフオビントン銀色ハンバグ
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横斑プリマスロック 淡色ブラマ 白色コチン ランシ
ヤン 黒色ハンバグ 白色プリマスロック バフコチ
ン であった
イネの項で述べた如く コメは国民の食料として重要で
あるので その研究管理に関しては政府も時の動きに関
連して 生産性が向上する様 研究管理を行ったが ニ
ワトリの場合は明治に入っても特定の研究課題もなく
ただ単に 形態や羽装のちがう品種を愛玩することに 特
に指導階級の上層部の方は奔走し 蛋白源として重要な
卵の生産には無頓着であった+.
このような背景もあり 産卵能力の改良に関しては遅れ
ていた 大正時代に入ると 一般民衆の要望もあり 一挙
に開かれるようになり 大正 /年には畜産関係の試験研
究機関が 国立として設立することが決まり 畜産試験場
が予算 +*0,***円で実現することが国会で議決されている
米澤雄一 +3-.+.
この時代に入ると 従来の指導的立場にあった方は去
り ニワトリを用いて実利を得ることに活動した方の意
見が強くなり ニワトリの産卵能力を正確に把握すること
が実行されるようになった
大正 +-年 日本家禽協会研究所の産卵共進会が終了し
その成績が発表された これは本邦初の +年間の産卵成績
表 , 各鷄種月別産卵表
種 類 名 調 査 個 所 調 査年 度 +月 ,月 -月 .月 /月 0月 1月 2月 3月 +*月 ++月 +,月 計
名古屋コチン
愛知縣立農事試驗場
長崎縣立同
同
奈川縣立同
陸支場
-2
.*
.+
.,
+-
+,
.
,
+1
+.
+,
2
+*
/
+1
+1
+,
,
+1
+1
+1
,,
1
,,
+3
+/
,*
+,
,-
+.
3
+-
3
+*
+,
+,
2
+
++
+*
+*
+,
2
+0
2
+*
+.
+*
++
2
++
+.
.
+-
3
3
++

0
2
1
1

-
+.3
+.+
+./
00
+/.
横斑プリマスロック
愛知縣立農事試驗場
佐治純一氏 千葉
長崎縣立農事試驗場
同
奈川縣立同
陸支場
-2
.*.+
.*
.+
.,
+-
+1
++
.
-
,
+.
,*
+/
0
1
+,
+1
,-
,+
+.
.
3
+1
+2
+,
,+
,,
+,
+3
+3
2
+3
+0
,*
+.
+1
+-
+-
+-
+/
+,
+0
+*
+1
+0
,-
+*
+-
+,
+1
0
++
2
/
+,
++
+-
+*
2
0
+/
2

+*
3
+/
*
2

.
2
+1
1
.

.
+/3
+30
+-0
+.,
+**
+-,
バフ オピントン
奈川縣立農事試驗場
陸支場
., /
0
*
+-
+
+/
+.
+,
+1
,-
0
+-
+*
+3
+*
+0
1
+.
+*
++
0
-
++
*
31
+./
白色ワイアンドット 佐治純一氏 .*.+ +. +1 ,, +1 ,+ ,, ++ +1 +/ +, 1 . +13
バフ レグホン
愛知縣立農事試驗場
陸支場
-2 +*
.
+-
.
+/
.
+.
,.
+-
+3
3
+,
+-
2
+0
.
++
,
1
+
+,
*
1
+-
+.*
3/
褐色レグホン
愛知縣立農事試驗場
佐治純一氏
長崎縣立農事試驗場
同
群馬縣立同
陸支場
-2
.*.+
.*
.+
大正 ,
+,
+,
+,
+*
+2
0
++
+/
+2
0
+0
2
+0
+1
,*
+-
+2
+*
+0
+0
+1
,+
+1
+/
,-
+/
+*
3
+2
+3
+/
+/
++
+/
++
,+
+.
+1
++
+,
+/
+1
++
+,
++
3
3
+0
0
-
3
/
/
+*
-
.
/
3
*
1
*
3
*
-
3
/
+
1
.
.
,*
+/
+,2
+.,
++0
++/
+/0
+.3
白色レグホン
愛知縣立農事試驗場
佐治純一氏
奈川縣立農事試驗場
-2
.*.+
.,
+0
+/

+,
+1

+.
+*
3
+*
+2
+.
+*
+/
+.
+.
+3
2
+*
+/
+*
++
+/
3
/
+-
+*
/
++
.
*
0
3
*
++
1
+*1
+0/
3/
銀色ハンバルク
愛知縣立農事試驗場
長崎縣立同
同
-2
.*
.+
+.
+3
,/
+1
+1
,+
,+
,-
+2
,*
,*
,*
,+
+2
3
+0
+1
/
,*
+/
2
+/
,*
*
+.
/
/
.
*
1
*
*
3
,
2
+2
+*.
+0,
+./
アンコナ 奈川縣立農事試驗場 .,   3 +. +. 2 +* 3 +* . 3 1 3.
色ミノルカ
佐治純一氏
愛知縣立農事試驗場
奈川縣立同
陸支場
.*.+
-2
.,
+,
-
3
-
+.
/
+,
1
+1
+,
3
+/
+2
,*
,+
+2
+.
,-
,+
+.
+/
+2
+*
++
+-
+,
,+
+,
+,
3
+0
/
/
1
3
,
1
1
.
0
/
0
-
,
1
+
/
+
+-3
+,+
+.*
30
アンダリュシャン
佐治純一氏
愛知縣立農事試驗場
奈川縣立同
.*.+
-2
.,
+,
-

+/
/

+3
+,

+2
,*
+0
+3
,-
+1
+2
+2
+-
+1
+,
+0
+.
3
+1
2
1
+,
0
1
3
,
0

3
+

+/1
++/
+**
ロドアイランド
レッド 佐治純一氏 .*.+ +, +, ,, ,* +/ +3 +- +0 / +* 3 ++ +0.
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である +雄 .雌の成績は最高が白レグの平均 ,/1個次
は三河種で平均 ,/-個 第 -位が名古屋で ,+-個であり
個体別には +位が三河の -+3個 ,位が白色レグホンで
,20個 -位が名古屋の ,0*個であった 大正 +,年より家
禽標準が変更され名古屋コチン名は廃止し名古屋と呼ぶ
ようになった この三河種の -+3個は本邦における最初
の三百卵鶏である また この年にヒナの雌雄鑑別が増
井橋本両博士の研究で明らかとなった
大正 +.年には支からの輸入卵が増大し その額は千
七 八百万円となり 日本養鶏の驚異となった 翌 +/年に
いたり 農林省は養鶏奨励規則を発し 鶏卵の自給を促す
とともに 昭和 ,年より産卵の向上のため ニワトリの産
卵能力のトラップネスト+3を使用した集合検定を開始し
た 図 /この検定は前年の ++月 +日より翌年の +*月 -+
日までの産卵数及び卵重を農林省の五つの種鶏場で 民間
人の育種した当才雌を集め 産卵能力の検定を始めた 昭
和 -年から昭和 +-年までの畜産試験場での産卵能力集合
検定の結果を表 -に示す,+
トラップネストは産卵した雌個体が産卵箱から自力では
出られない装置を付けた産卵箱で 雌個体に個体を識別で
きる番号の付いたアルミ環を翼か脚に付け 産卵終了後戸
口を開け外に出すときに番号をよみとり また卵にもその
個体の番号を書き雌個体を外に出す という労働をしなけ
ればならない 幸いニワトリは午前中に大部分が産卵する
ので 午前中だけで良いとは言え +時間おきにネストか
らトリを出すことをしなければならない 鶏の蕃殖芝田
清吾 +3-*+3 図 /にトラップネストを示す
トラップネストを設置したことにより 産卵数が明らか
になるばかりか フ卵の際 個体別にヒナを発生させるこ
とで 親子関係がきちんと識別出来ることになり いわゆ
る系統的に育種を進めることが可能になりえた
個体ごとの産卵数を把握し 意図的に組合せをつくり
系統繁殖をすることで集合検定の成績は年向上し 国の
成績同様県レベルでの成績も向上していた その結果 昭
図 / トラップネスト -種
表 - 種鷄場産卵檢定成績累年比較 -/*日間
檢定開始
年 次
檢定終了鷄
 數
産 卵 箇 數 産 卵
歩 合
+箇平均
重 量最 高 平 均
昭和 -年
 .年
 /年
 0年
 1年
 2年
 3年
 +*年
 ++年
 +,年
 +-年
,+
+1.
,10
.0*
03,
1--
1/+
0-,
0*3
0+2
00-
,10箇
-,*
-+1
--/
-.+
-.,
-./
-.0
-.1
-.2
-.3
+234*箇
,+.4,
,+,42
,+.4-
,+143
,,04,
,,14,
,-,4*
,-/4.
,-.4+
,-342
/.4*
0+4,
0*42
0+4,
0,4-
0.40
0.43
004-
014-
0043
024/
/04,瓦
//4/
//4.
//4/
//41
/04*
/04-
//42
//4*
//4/
//4,
種類別一群産卵最高記録 +位のみ
表 .+ 単冠白色レグホン
依 頼 者
住所氏名
記号
番号
合 格 卵 不合格卵
備考
箇数 重量 瓦 平均 箇数 重量
岐阜市
鏡 島
山田孝吉
+,+
+,,
+,-
+,.
+,/
+,0
+,1
+,2
+,3
+-*
-0*
-0/
-0/
-0/
-0/
-/1
-0/
-.-
-0+
-0/
,,5*/04/
+35/004/
,+5*.*4*
,+5--*4*
,+51-14/
,*5-0,4/
,*5*..4/
+3520,4*
,05/2*4/
,+5/304*
0+4-
/-40
/140
/24.
/340
/14*
/.43
/143
1-40
/34,
計 -50++ ,+.5+104* /34-+
表 ., 横斑プリマスロック
依 頼 者
住所氏名
記号
番号
合 格 卵 不合格卵
備考
箇数 重量 瓦 平均 箇数 重量
羽島市
上中町
鈴木三美
,3+
,3,
,3-
,3.
,3/
,30
,31
,32
,33
-**
---
,2*
--2
,0,
-*2
-++
-0/
-,+
-+-
+3-
+35.*34/
+/5+1,4*
+250-+4*
+/5/1*4*
+25/204*
+0513-4/
,+5+/,4/
+25/*14/
+15*3-4/
+,5-,*4*
/24-
/.4,
//4+
/34.
0*4-
/.4*
/24*
/141
/.40
0-42
+ ,24*
計 -5*,. +1-5,-/4* /14,2
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和 +,年検定で無休産の -0/卵鶏が ,羽出現した それは
中央家禽会検定場で検定した 岩手県の橋本善太氏が作出
した ..,号と栃木県種畜場で育成した横斑プリマスロッ
クである これら以外に -0.個産んだ白色レグホンが静
岡 岩手 福島の種畜場に各 +羽ずつ出現している
このように 個体識別しその記録に基づき繁殖する系統
繁殖により能力は確実に上昇することが確かめられ 第二
次大戦のあと 当時 ニワトリの育種が盛んであった岐阜
県種鶏場で行われた検定で すばらしい成績が公表された
のでその一部を示す 表 .+ ., .- ..,,
もちろん 管理した種鶏場員の努力も多大だ 通常の管
理と異なりトラップネストの入口を開けることはかなり大
変で これをつつがなく実施した場員の努力によるものと
考える
戦後昭和 -/年頃より種鶏の輸入が自由となりかつて
の船舶と異なり航空機で初生ヒナや種卵の輸入が開禁さ
れ いろいろの銘柄が導入された これに平行してコマ
シャルとして家際養鶏家が飼育するヒナも輸入された
しかし それらには昔からなれ親しんだ品種名はなく
商品名のみが記載されていた
このことは当時は理解し難かったが アメリカ人の実用
主義であることがわかった つまり 売込む商品に間違い
はないことを意味していることが了解できた
このことは同国で成功したハイブリッド コンの事が
あるからであろうと考えた このためには 同国で保持す
るいくつかの系統を集め それらを交配し 優れた系統を
選抜すること いい換えれば よい両親系統を選び出すこ
とに血道をあげたものと考えられる
それが選ばれれば あとはルルに従って子を販売する
という 非常に機械化された手法で育種法を組みたてる
雑種強勢利用による手段で商品をつくりあげたのであろ
う
日本の種苗業者 種禽業者も皆このアメリカ式を利用し
て商品を開発しているが ただこの面ではもっと海外の活
用出来ると思うものを導入し 再調整することが必要であ
る また日本にはかつて長い年月をかけ育種した素材もあ
り これらも活用できるものと考えられるが それらがす
でに廃棄したものが多いと聞く 残念なことである 開発
しうる素材は大事にしたい
これまでの時代 つまり雑種強勢の利用で集団全体の能
力を向上させた -*年間をハイブリッド利用の時代とした
い
考 察
我国で栽培されているコメは 全て今から 0***年以前
に導入された japonica米の子孫であると認められている
テレビなどで聞くところによると当初導入された japoni-
ca は熱帯性 japonica で 導入後その japonica と温帯性
japonicaが交雑し この雑種子孫が現在の栽培イネの祖先
であると理解されている この祖先型は強健であり イネ
の特質も現在の栽培イネとよく類似しているとのことであ
るので これまで国民の食糧をまかなったこれら諸品種
は 今後の食糧についても充分対応出来るものと考えられ
る
ただ 現時点で米の消費が減少し成人の +年間の消費量
表 .- 給与時間表
時間
月 朝 昼 夕
++
+,
+
,
-
.
/
0
1
2
3
+*
0



/4-*
/


.4-*

/
/4-*
34-*



3


34-*
24-*

3

+






+4-*
+



.4-*

.

.4-*
/

/4-*
0

/
.4-*
飼養管理 管理について
昭和 -+年度の検定は昨年同様に 当場の環境にならすため
1日間の予備飼養を実施した 飼養管理については従来の方法
と特に変わつた方法を講じなかつたが 検定鶏に関しては常に
静粛に管理を行ひ清潔を旨として 毎日出来るだけ早く上記の
表に基づいて開窓 5給水給 糞の集に努め 季節鶏の状
態に応じて毎日の飼養管理に万全を期した
表 .. 飼料配合 重量比
種類
品目 単冠白色レグホン 横斑プリマスロック
玉 蜀 黍
小 麦

米 糠
生 米 糠
-/ 
+/
+-
1
0
-+ 
+/
+/
2
1

生 魚
大 豆 粕
蛹
カルシュム
2
2
,
-
,4/
2
2
,
-
,4/
食 塩 *4/ *4/
 +貝殻は別に鶏舎に常備し不断給与した
,鰌を -+4 ++4 +-,4 +*4 -+まで 5+日 +羽 +匁当り生
で細切したものを夕方の練の混じて給与した 但し
-,4 .4 +.4 -*日の +ケ月間は +日 +羽 *4/匁当たり
給与した
-濃厚飼料の給与量は +日 +羽単冠レグホン +,*g5横
斑プリマスロック +-*g5緑は単冠レグホン 5横斑
プリマスロック共に .*gを基準とした
.給与回数は +日に .回給与 5練とし 5飲水は常に新
鮮なものを給し給の都度換水した
/生魚の風乾物換算は魚粉の -4,倍とした 尚生魚の種
類は主にアジを用いた
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が 0* kgを下まわる今日 生産量の調整は政府が行ってい
るが 調整された水田に過去に育成された著名な品種ある
いは赤米などを栽培して 小中学校生や老人に活用しても
らうよう取り計らってもらうよう要請したい
ニワトリもコメ同様 高産卵力を有する品種は養鶏家に
飼育してもらい さらに蛋白源として活用することが重要
である
産卵能力の改善に関するパイロットバドして利用され
ているウズラにつき 興味ある実験を行われているので
河原 +331,*その一部をここに論議として紹介する
彼は野生ウズラを富士の裾野で捕獲し それを材料とし
て家禽化ウズラの諸形質 特に産卵に関係する形質を中心
として比較した 比較した形質は体重 脚長 初産日令
産卵率 卵重 体重 であるが 興味あるのは初産日令で
ある 野生ウズラは捕獲後 家禽ウズラと同じ環境下で飼
育すると /*は未産卵である
野生ウズラは家禽化ウズラと同じ飼育条件では産卵開始
までの日数は長いそこでフ化後 1*日令までに産卵を始
めた個体の卵のみを個体を無視して集め フ化する 各世
代とも この条件をくりかえし +*世代継過後の形質を家
禽化ウズラのそれと比較した 結果は図 0に示すごとく
初産日令は 個体レベルで選抜しなかったにもかかわら
ず その日令は世代とともに減じ 0*.1日に低下した 家禽
ウズラ .3..日 このことより 育種は遺伝子の働きのみ
でなく 環境要因に応じても変化したことを示すものであ
る これを無作為選抜と呼び 今後の育種を進める上で重
要な情報と考えられよう 河原 +311,*
図 0 野性ウズラの飼育室内環境における無意識選抜に基づく体重 脚長 初産日齢および未産率の繁殖世代に伴う変化
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摘 要
 本論文は我国で不遍的に栽培飼育されている イ
ネおよびニワトリにつき導入された以後 縄文時代現在
までの両者の育種的変遷を 特に 当時の人にとって中心
的な考え方と思われるものをふまえ 述べたものである
 イネは何時も人にとって主要な食糧であり 飢饉
となれば多くの人の餓死者が出るので 時代ごとの為政
者が対策を考えていたが老農の施策は有効であった 明治
以降の 特に収量の向上については 複合形質の複雑性を
考え 対策を講じ 現代にいたっている 歴史的変遷に関
する渕山本の時代区分,は明確であるので 同意でき
る
 ニワトリの産卵性の向上に対する方策もイネとほぼ
同じであるが ただニワトリのもつ特性により 時代ごと
に産卵性以外の形質につき 人に利用される場面も認め
られた 明治以降特に大正時代から現在までは商品生産の
立場が維持され 産卵性は向上している
 筆者は 明治時代以後現在までの産卵性の向上に関
する時代区分を 明治 +*年以降明治末までを銘鶏時
代 大正時代は養鶏関係 器具の導入と技術の開発時代
昭和はじめより昭和 -*年までを -**卵鶏の作出時代
以降現在までを多数の系統を用いての組み合せ能力の高
い系統の発見と商品開発の時代としたい
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A consideration with increaing of productivity
by using to breeding technologies
By
Yasokazu HIRAI*
(Received November 1, ,**+ /Accepted January +/, ,**, )
Summary : Present paper reports the increasing pattern of rice and chicken production in Japan
achieved through long history of cultivation and rearing after their introduction to our country.
Their increasing trend during the period from advent of modernization on Japan in the early Meijiera
to +32* was discussed in relation with various methods of plant and animal breeding.
It was assumed that the rice production during the period from introduction to early Meiji was on
the average about +**kg per +* a, though exact statistics is not available. Diligent farmers called
Ro-no played in important role in slow but steady increase in yield potential of rice plants. They
selected elite individuals in their rice ﬁelds by their own observation and propagate the seeds to
provide to other farmers. Such individual based selection by Ro-no was e#ective because rice plants
are breeding. E#orts of framers continued from Meiji to early Taisho, and average production of
about -**kg per +* a was attained in the later half of Taisho. Then, hybridization method was used
in the varietal improvement in rice, new varieties developed by cross breeding were used for selection
materials, and rice production became -/*kg per +* a in the early Showa. In +32* mutation breeding
and bulk breeding with rapid generation method were widely used, and the e#ort of plant type
improvement was carried out for higher yielding potential. +** years passed since Meiji and higher
than /**kg yield possible. It is expected to have higher than 0**kg yield in future by the use of hybrid
rice and application of biotechnology.
Chicken production in Japan showed the similar increasing trend as rice production.
In addition, chicken was appreciated in Edo era from di#erent aspects, for time calculation by
hearing voice, cock ﬁghting and pets.
During the period from Meiji +* to early Taisho, various exotic chicken varieties were introduced
and raised, chicken rearing became quite common and rearing of a large number of chickens became
possible. Since middle of Taisho, practical rearing of chicken was commonly carried out. Introduction
of trap-net made possible to recognize individual record, and pedigree breeding became possible. In
the end of Taisho, an elite chicken that produced -** eggs per one year appeared. Increasing trend of
egg production continued until Showa -/. In the Showa +, evaluation, two chickens producing -0/
eggs were record in one year.
Then, import of parental chickens for cross breeding became open, US chicken breeding company
sold commercial chickens developed by utilization of hybrid vigor. Hybrid chickens show little
variability among individuals and high laying potential on the average. In Japan, utilization of F+
hybrid became common in chicken breeding, and higher than -** eggs producing chickens are now
available. In rice as well as in chicken, production improvement was achieved by application of new
breeding techniques in each era.
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